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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，文脈自由文法をある方法で組み合わせたものを組文脈自由文法（またはCCFG）と呼

び，それがプログラムを表現していると解釈する方法を提案している。文脈自由文法はデータ構造を

定義し，組文脈自由文法は入カデータ構造と出カデータ構造との関係を定義していると解釈するもの

である。従って，これはデータ構造を指向したプログラミソグ言語と考えられる。

　第ユ章の内容は論文全体の概観であり，第2章では，組文脈自由文法が入出カデータの関係を記述

したプログラムと見敬せることをいくつかの例を挙げて説明している。

　第3章では，組文脈自由文法（CCFG）の構文とその意味（操作的意味と最小不動点意味）を正確に

定義している。さらに，CCFGと論理プログラムとがある意味で対等な関係にあることを，’論理プロ

グラムからCCFGへの変換およびその逆の変換を与えることで示し，属性文法はCCFGの一つのサブ

クラスにあたることを，属性文法からCCFGへの変換を与えることで示している。第3章の最後で

は，CCFGの実行方式にはトップダウソ方式とボトムアップ方式があることを述べ，文脈自由文法で

のLR構文解析の方法を適用した処理系を報告している。それは，CCFGを多入力の属性文法に書き換

えて与えると，各入力をそれぞれLR構文解析器で解析し，還元時に各入力の同期をとり，属性評価を

行なう処理系を生成するものである。

　第4章では，CCFGに関する各種のプログラム変換の方法を論じている。まず，関数型プログラム

や論理プログラムのプログラム変換の基本技法である展開／畳み込み変換をCCFGに対して定義し，

それを参考にして，今まで考えられていなかった属性文法における展開／畳み込み変換を定義するこ

とによって，属性文法のプログラム変換の一つの方法を提案している。次に，形式文法に否定表現を
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導入する方法を論じ，それを使って，ある文法（例えば偶数を表わす文法）から，その相補的な文法

（例えぼ奇数を表わす文法）を求める方法を示Lている。以上は論理プログラムで知られている方法

をCCFGに適用したものであるが，最後に，CCFG独自のブログラム変換として，2つのCCFGが一

方の出力（その文法をGとする）をもう一方の入力（その文法をHとする）とすることで繋がってい

るとき，その2つのCCFGを一つのプログラムに融合する方法を論じている。そのためには，文法

GとHから，それらとの間に準同型写像がある文法FでL（F）＝L（G）∩L（H）となるものを見つけれ

ぼよいことを論じている。

　最後に第5章で，今後の課題を上げている。

審　　査　　の　　要　　旨

　組文脈自由文法（CCFG）という新しいプログラム表現法を考案したこと，それに明確な定義を与

え，従来の論理プログラムや属性文法との関係を明確にしたこと，属性文法のブログラム変換や形式

文法の否定技法を考案したこと，CCFGの実行方式やブログラム変換技法を考案したことなど，いず

れも高く評価できる。ただし，今後の課題でも述べられているように，このプログラム表現法が実用

的なプログラム言語となるためには，実用的な表現法や実行形式など，まだいくつかの課題がある。

　よって，著者は工学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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